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１　食品中 の涯糖 量を グル コースの存在する時，ベル

トラン法等に よる時には，特にこの両者 の含量比が一方

にかたより， グルコ ースの多い時正 確に求 めるこ とは困

難 であ る。このため，還元糖･m掟 法によらず，直接涯倍

を 測定することを 目的 とする比色 法について実験を行 っ

た。

２　各種比色法について検討し，カル バゾール法のす

ぐれていることを 見出したので，本法に よって実験を進

めた。反 応液としては，検液，システイ ン液，カル バゾ

ール液， 硫酸を混ぜ，発色を促進 するため，一定時間沸

騰水溶中 で加熱後，急冷し，比色する方法を用いた。こ

の各種実験条件 の詳細について報告する。

この方法 による時は，比色値 と涯糖濃 度との間に直線

的関係を見出す ことができるので，比色法として利用す

ることを確 めることができたが，ただ，実験時，試薬か

不安定のため試薬節

がある。この点 につしヽ ても検討し ，改良法を案 出した。

３　改良 法としては，システイン濃度を変 え，又 これ

を安定に保つ ため に亜硫酸 ソーダを添加するもので， こ

れに より試薬を安定に保ち，比色 に亜硫酸の存在は邪魔

にならないことを確めた。


